
2 

 

建物の設計について 

前回提示案
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前回提示案 

配置図 

建物平面図(変更前) 
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今回の変更点 
1. 建物の配置 変更なし  

2. 建物の規模 変更なし  

• 建築面積 ６１９．９２㎡  

• 延べ床面積 ５６３．７６㎡  

3. 建物の設計 以下の点について変更  

• 屋根切り妻の形状変更 

 観察舎からの眺望の確保、採光用天窓設置のための形状変更 

• 屋根裏管理用通路の設置 

 採光用天窓の管理・上部の展示作業用 

 研究者による野鳥の観察 

• 小展示コーナーの工夫 

 自然採光の制限 

• 管理ヤードの配置の変更  

 管理用利用動線を考慮して、調査研究室と倉庫の配置を逆転  

小屋裏平面図１Ｆ平面図

１Ｆ床面積（延べ床） 563.76m2

展示・展望室
145.80m2

レクチャー室
56.16m2

事務室
45.36m2

資料展示室
19.44m2

ボランティア室
38.88m2

調査研究室
19.44m2

倉庫
25.92m2
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建物平面図(変更後) 
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